























































































割の 13篇 (No.1,4,5,9,14,16,17,19,24,27,28,31,32) 
にも上る。また，出征後の家族の暮らしを綴っ




篇 (No.2,6,8,34) , 戦勝を称えるものは僅かに 1
(No. 11)である。
そこで，掲載数の多い順に(1) 戦死・戦病死






















































































































































































































































たち」 (No.35 -51), 「銃後にきたへる」 (No.52 
-65), 「靖国の神に」(No.66 -75), 「大東亜戦争」





















られた 10篇 (No.66 -75) に加えて，「遺品展





















































































たち」の中の 5篇 (No.40,44,46,50,51) と，「銃
後にきたへる」の 14篇 (No.52...., 65) の合計
19篇において，銃後の暮らしが綴られ，特に後
「銃後にきたへる」と名付けられた綴方は，
心身の鍛錬 (No.52,53,56,58,63), 資源の節約 (No.




































































































































































































































































資料 l 『銃後綴ガ集 父は戦に工 (1940年）掲載の綴万
No. 綴力名 作者名 学年 学校所在地
1 ニイサン サカタ カシ子 1 熊本
2 オトウサンニ 中野篤 l 山口
~-3 オトウサン大山秋之助 大山 幸雄 1 山形
4 お父さんの時計 永濱楓子 2 鹿児島
D 「― とうちゃんのこ~)むかえ 木村妙子 2 鹿児島
6 おとうさんへ 山内 恵芙子 2 鳥取
7 びやうゐんへ行ったこと 今田藤枝 3 新潟
8 お父様 木間良雄 3 山口， かはいいトシちゃん 渡邊濱子 ~~ 新潟
10 お父さんが召集されてから 江木慎美子 4 和歌山
11 漢nかんらくの日 佐野悦子 4 鹿児島
12 中川さんとお母さん 高橋 ノブ 4 新潟
13 父が帰る 安築辰夫 5 鹿児島
14 靖国神社の父を思ふ 垣内花枝 5 和歌山
15 三龍丸の出征 岩田 二郎 r:-叉） 鹿児島
16 兄の戦死 栗原傭二＾ 5 広島
17 お父様を想ふ（靖国神仕に参拝して） 田邊昭子 5 福井
18 からしヽもうち 長濱ー大 5 鹿児島
19 兄の戦死 丸山幸男 5 福岡
20 宮参り 庫ー一 6 兵庫~~
21 乾草刈り 大崎甚助 6 兵庫
22 恩賜の煙単 鈴木喜美＋ 6 神奈川
2B 兄出征中家の生活 鈴木テツ子 6 神奈川
24 戦死のしらせ 藤田宇二郎 6 大阪
25 且の心配 本多侶一 6 岡山
26 父の出征 八坂 トシチ 6 大分
27 信雄さん 越智ヤエ子 高等 1 愛媛
28 自爆した叔父さんを懐ふ 齋田敦子 子四r勺守p:l 福島
29 辻ロ二イ、I,:妃 白藤欣四郎 麿等 1 岩手
30 兄さんへのかげぜん日記 藤井久子 高等 1 鹿児島
31 靖直の父に 山口 病羊加'IA 声回'I;ヽ存： r 1 鹿児島
32 兄の遺骨もらひ 占松花子 高等 1 鹿児島
33 母の縄なひ 加藤善 古「百J 殆~J''')~ 山形
34 兄さんへ 番匠政友 裔等2 北海道
資料2 『鉛筆部隊少国民の愛国詩と愛国綴り方』 (1942年）掲載の綴方
No. 綴方名 作者名 学年 学校所在地
35 五人ノ セッコウヘイ 本田和男 1 満州
36 兵タイサン ゲンキデスカ 二瓶益衛 1 新潟
37 おとうさんのしゅっぱつ 西元幸雄 2 鹿児島
38 へいたいさんありがたう 吉野雅子 2 新潟
39 子どもしんぶん 鈴木文江 2 岐阜
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資料 6 岩田昭作 Iうられた二龍丸］
長崎へ六千何円でうられていったうちの三龍丸，ああ，去年の九月出征して，やうす
江をさかのぼつて，兵隊さんたちの敵前上陸を助けた三龍丸。
かへつて来た時は，みよしもつぶれ，横はらに白く「鹿0号」とかいてあった。しば
らく泊の波止場に， しよんぼりつながれてゐたが，今，長崎で，ぶりをつつてゐるの
だ。
もう一ぺん三龍丸の姿を見たいなあ。
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